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最近、SDGsという言葉を耳にしたり、丸いカラフルなバッジ
を目にすることが増えてきました。Sustainable�Development�
Goalsすなわち持続可能でより良い社会の実現を目指す全世界
的な活動のことで、17のゴールと169のターゲットが掲げられ
ています。
産業革命以降、工業生産性は上がり、人々の暮らしは豊かに

なりましたが、一方で地球資源は枯渇し、環境汚染が進み、増
大する人口や地球環境を健全に維持することが難しくなってき
ています。SDGsはそれら山積する課題に対し、国連加盟国す
べてが合意してその達成に向けて努力する取り組みです。
本号のTechno�ScopeではSDGsに貢献する鉄として、海に沈

めて水質を改善し、海洋資源を再生する技術や森林再生と共存
する形で土砂災害を防ぐ技術が紹介されています。
そもそも鉄の原料となる鉄鉱石は20億年以上前に、海中に溶

けていた鉄分がバクテリアの活動によって生み出された酸素に
より酸化されて、海底に堆積して形成されたと考えられていま
す。
その鉄鉱石をはぐくんだ海に鉄を戻してやると、鉄イオンが

溶け出して海中の鉄分濃度を上げたり、水中のリンと結合して
リン濃度を下げる働きをします。動植物プランクトンが適切に
活動することで海洋生態系の好循環を促し、豊かな海が再生す
るというしくみはとても興味深く感じます。� （H.Y.）
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弾性率はヤング率や剛性率、ポアソン比などの総称で、材料全体のマクロの値をいいます。似た

表現で弾性定数がありますが、これは結晶レベルでの弾性スティフネス(Cij)をあらわし、異方性試

料等ではこの値を求めて Reis や Vogt、Hill 等の近似式で弾性率を計算します。

ヤング率は縦弾性係数、剛性率は横弾性係数とも言われ、率、定数、係数という類似の言葉がつ

かわれ混乱しがちです。

内部摩擦は材料組織が原子間に生じた歪を振動によって相対損失エネルギーとして求めるもの

で、制振材料開発や変態、転位、粒界など組織内欠陥や原子の移動による物性研究に用いられます。

「内部摩擦」という用語は物性物理分野で使われ、研究分野によって内耗、tanδ(略してタンデル)、
対数減衰率、粘弾性率、ダンピングキャパシティなどと言われています。

弾性率と内部摩擦

共振法応用の弾性率や内部摩擦等の物性測定・試験・計測装置の開発専門企業

日本テクノプラス株式会社 http://www.nihon-tp.com/
06-6390-5993 info@nihon-tp.com 〒532-0012 大阪市淀川区木川東 3-5-21 第 3 丸善ビル

室温や比較的低温で最も信頼性の高い装置

自由共振式弾性率･内部摩擦測定装置

JE-型(ヤング率) JG-型(剛性率)
〇高精度・簡単操作・高再現性・迅速測定

非接触加振、非接触検出

試料も置くだけ

〇幅広い試料形状（室温装置）

短冊状でも細線・丸棒も(JE のみ)
薄く・小さいものから厚く長いものまで

〇基礎物性の弾性率測定には操作容易で精度

が高い室温装置は研究

室に必需の装置です
JE-RT with JG

JE-HT & JG-HT

弾性定数 Cij から弾性率を求め、異方性材料

測定への道を広げ、最先端研究に大きく寄与

電磁共振式弾性率･弾性定数測定装置

CCⅡ-HT
〇 より詳細な力学特性測定

マクロの弾性率と弾性定数(弾性スティフ

ネス Cij) から組織研究に貢献

〇 新素材研究時の小試料で測定できます。

5mm 程度の直方体や円柱の測定。

小径薄厚の測定へ

挑戦中

〇 単結晶も多結晶

〇 1200℃

操作容易で最も安定して高温測定できる装置

高温弾性率等同時測定装置

EG-HT
〇最も信頼性の高い高温測定が可能。

粘性による振動数依存誤差が最小。

〇強力共振機構で難共振材に対応。

難共振時の偽振動が最少。

〇多くの測定条件､測定項目に対応。

ヤング率､剛性率測定

ポアソン比算出

温度依存性,ひずみ依存性

2 種の内部摩擦測定

〇最高 1200℃
より高温化へ挑戦中

計測部 高温測定 低温測定

EG システム例

他の試料形状や測定目的に対応

製品一覧

▼ 自由共振式ヤング率測定装置 JE 型

▼ 自由共振式剛性率測定装置 JG 型

▼ 細線薄板用ヤング率測定装置 T 型

▼ 縦共振式ヤング率測定装置 VE 型

▼ インパクト式ヤング率測定装置 I E 型

▼ 圧電共振式弾性定数測定装置 CC 型

▼ 電磁共鳴式弾性定数測定装置 CC2 型

▼ 強制振動式内部摩擦測定装置 MS 型

（メカニカルスペクトロメータ）

▼ 共振式薄板疲労試験装置 RF 型

IE-RT     VE-RT

http://www.nihon-tp.com
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PRODUCT CATALOGUE
Autogenous technology for steel
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〒194-0023 東京都町田市旭町1-6-11 コスモ・ミツイ
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AMT Germany社の総販売代理店

AMT-GEGA社製 連鋳用熱間切断装置
ドイツ製乾式安全器、標準型と大容量型

従来の多孔式溶剤ユニット メンテ性に優れた六角ノズルヘッドユニット

SIMAX 5 : 大容量型酸素用 SIMAX 8 : 大容量型酸素用 DEMAX 5 : 大容量型燃料ガス用

LG/GRM/S : 切断酸素用 LG/GRM D : 燃料ガス用 LG/GRM : 加熱酸素用
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